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第２期草津市国民健康保険保健事業推進計画（案）における主な意見と対応について 

       

No 意見 対応 

第 1回草津市健康づくり推進協議会（R5.7.6） 

1 特定健診受診者の受診勧奨について、通知や電話での受診勧

奨を実施するとあるが、40代や 50代の受診率向上のため、

ホームページやＳＮＳ等でも受診勧奨を実施することが効

果的だと思うので、追記いただきたい。 

ホームページやＳＮＳ等での受診勧奨を追記しました。 

2 特定健診をしっかりと受診し、健康状態を把握することで、

重症化予防などにもつながり、医療費も削減できる。受診率

を上げていくためにどのように取り組んでいくかが非常に

重要だと思う。 

計画案の「第 3 章 課題解決に向けた施策」「（2）特定健診受診率の向上」の

中で、受診率向上のための各種取組（受診勧奨、受診しやすい環境整備など）

を位置づけました。引き続き、受診率の向上に向けた取組を進めていきます。 

3 重複・頻回受診者の訪問による生活指導については、よい取

組だと思うが、実績が少ないこともあるので、ジェネリック

医薬品の普及のほうを適正な治療のところに載せたほうが

大きな影響があるのではないかと思う。 

ご意見のとおり、ジェネリック医薬品の普及については、重要な取組ですの

で、計画案において、医療費の適正化の方針の中で位置づけました。 

第 2回草津市健康づくり推進協議会（R5.9.13） 

4 特定健診受診率の目標値が載っているが、現状値と目標値が

乖離している。受診率の向上に向けてどのように取り組みを

されるのか。 

目標値については、国が参考値を示しており、県、各市町も 60％で設定

を予定している。受診率の向上に向けて、受診率の低い 40代・50代への

効果的な受診勧奨等を行っていきたいと考えている。また、毎年、受診率

や年齢構成別の受診率を確認し、受診率向上に向けた対策を講じるなど、

PDCAサイクルを回しながら、取組を進めていく。 

参考資料２ 
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5 40、50代の働いている世代が受診率の低い原因は、自身の健

康に関心がない方が一定数いるのだと考えている。例えば、

健康経営として、会社、企業、事業主と連携するなど、受診

率向上に向けた新たな取組はできないのか。 

昨年度は、受診勧奨通知に過去の受診がわかるようなものを掲載し、受診

の必要性を訴えるなど、受診勧奨にも新たな要素を加え、受診率としては、

コロナから少しずつ回復をしてきた。今後は、受診勧奨通知等にＱＲコー

ドを付けて市のＨＰをみてもらえるようにするなど、できるところから受

診率の向上に向けた取組を進めていきたい。 

6 フレイルとは、介護の一歩手前、前の状態だと思うが、現状

のフレイルの割合などは把握されているのか。また、フレイ

ル健診はどのくらい実施しているのか。 

フレイル状態というものがはっきりしていないので、具体的な人数は把握

していない。 

フレイル健診という名前かどうかわからないが、広域連合が実施主体とな

った高齢者医療に加入している被保険者の方を対象に健康診断を実施し

ているものがある。現段階は、要介護状態の方や生活習慣病の受診履歴が

ある人などは対象外となっているが、対象は約 4000人くらいいる。 

庁議（部長会議、総括副部長会議） 

7 P60がん検診の受診率の目標値が、現状値から乖離しており、

現実的な目標値の設定ができていないのではないか。がん検

診の受診率の現状値が低い理由があるのであれば、どのよう

な数値なのか注釈を加えるなど、工夫が必要ではないか。 

市国保の被保険者のがん検診の受診率であるとの注釈を加えました。また、

目標値を再設定しました。 

8 P26 の有所見項目で、「有意水準 5%で有意差がある項目」が

色塗りで示されているが、専門的な表現であることもあり、

草津市がどのような状況なのかなどがわかりにくい。 

 

草津市の状況がわかりやすいように、文章を追記しました。 
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議会 

9 SDGs 表記について、記載の２目標以外にも関係する目標が

あるため記載してはどうか。 

目標「５．ジェンダー平等を実現しよう」「９．産業と技術革新の基盤をつく

ろう」を追記しました(P3)。 

10 P42の「ナッジ理論」という言葉が専門的な用語なので、市

民に対してわかりやすくしてはどうか。 

用語集に言葉の説明を追記するとともに、表記を修正しました（P75）。 

11 「KDB」という言葉が専門的な用語なので、注釈を入れるな

ど、市民に対してわかりやすくしてはどうか。 

用語集に記載をしておりましたが、掲載箇所がわかりやすいように「か行」

から「K」に変更しました（P73）。 

12 P58マイナポータルで「自身の保健医療や健康情報を確認で

きる新たな技術の活用」とあるが、マイナポータルで調べる

ことができることを知らない方にも周知することで、健診受

診の促進につながるのではないか。 

特定健診など、マイナーポータルで確認できる情報の例示を追記しました。 

 


